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会　計　区　分 予�算�額 増減率（％）
南木曽町国民健康保険特別会計 3億8,120万円 △ 21.4
簡易水道事業特別会計 1億6,144万円 △ 6.5
南木曽町妻籠宿有料駐車場特別会計 3,424万円 9.7
南木曽町宅地造成事業特別会計 471万円 △ 76.0
南木曽町下水道事業特別会計 8,252万円 △ 24.7
南木曽町農業集落排水事業特別会計 7,685万円 3.4
南木曽町浄化槽市町村整備推進事業特別会計 1億1,072万円 9.4
南木曽町後期高齢者医療特別会計 7,605万円 2.8

特別会計合計 9億2,773万円 △ 13.1

予
算
総
額 

37
億
２
，９
０
０
万
円

31
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
37
億
２
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
2.3
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
で
き
る
限
り
当
初
予
算
に
計
上
し
て
早
い
時
期
か
ら
実
施
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
型
の
予
算
編
成
と
し
た
た
め
で
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
は
個
人
町
民
税
や
入
湯
税
に
つ
い
て
増
収
を
見
込
み
、
全
体
で
は
前
年
度
比
１
０
０
０
万
円
増
額
の
５
億
７
７
２
２
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
方
譲
与
税
で
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
新
た
に
計
上
し
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額
の
16
億
３
０
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
分
担
金
及
び
負
担
金
で
は
併
用
林
道
整
備
に
伴
う
負
担
金
に
よ
り
、
３
３
３
６
万
円
増
額
の
５
７
１
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特別会計予算総額　9億2,773万円

一般会計予算総額　37億2,900万円 当初予算

町税内訳
税　　目 予　算　額 構成比（％）

固定資産税 3億5,966万円 62.3
町民税 1億7,504万円 30.3
町たばこ税 1,680万円 2.9
軽自動車税 1,321万円 2.3
入湯税 1,251万円 2.2

5億7,722万円 100

その他（6.6%）� 2億4,911万円
・使用料及び手数料 …… 7,539万円
・地方譲与税…………… 4,600万円
・財産収入 ……………… 3,586万円
・分担金及び負担金 …… 5,716万円
・繰越金………………… 1,000万円
・自動車取得税交付金 … 1,000万円
・寄附金…………………… 920万円
・配当割交付金 …………… 160万円
・地方特例交付金………… 100万円
・株式譲渡所得割交付金 170万円
・交通安全対策特別交付金 60万円
・利子割交付金 ……………… 60万円

地方交付税（43.7%）
16億3,000万円国庫支出金（5.4%）

2億221万円

県支出（6.8%）
2億5,078万円

繰入金（2.1%）
7,901万円

町債（15.0%）�
5億5,850万円

町税（15.5%）
5億7,722万円

地方消費税交付金（2.3%）
8,700万円

諸収入（2.6%）
9,517万円



広
報

議
会
だ
よ
り

公
民
館
報

2019.5.13 NAGISO

歳出

土木費（12.3%）　4億5,940万円
国土強靭化対策事業（沼田線） 5,280万円
町道維持補修事業 170万円
町道舗装事業 

（蘭広瀬線、塚野線、新山沢線等）
5,020万円

町道新設改良事業 
（向粟畑線、本谷線等） 9,500万円

橋梁維持補修事業
（南沢橋、高橋、桃介橋修繕等） 1億1,400万円

町営住宅除却工事（住吉団地） 400万円
町営住宅火災報知器取替事業 200万円

総務費（21.5%）　8億128万円
庁舎修繕事業（重油タンク改修） 300万円
公用車更新事業 350万円
空家利活用対策 120万円
広域連携事業　木曽病院線負担金 637万円

民生費（20.2%）　7億5,221万円
社会福祉協議会運営費補助金 1,224万円
介護予防・日常生活支援総合事業 1,069万円
生活支援体制整備事業 1,020万円
総合福祉センター整備事業 1,263万円
ひだまり工房車両更新 400万円
乳幼児・児童医療費 1,090万円
児童手当 5,079万円
保育園空調設備整備事業 3,000万円
すこやか子育て支援事業補助金

（保育料減額助成） 400万円

その他（1.7%）� 5,987万円
・議会費…………… 3,652万円
・予備費…………… 2,034万円
・労働費……………… 301万円

教育費（12.8%）　4億7,850万円
蘇南高校支援事業 900万円
I C T 教育タブレット購入 300万円
中学校体育館長寿命化事業 1億1,100万円
街なみ環境整備事業計画策定 140万円
空家対策支援事業（妻籠宿場内） 3,100万円

農林水産業費（9.6%）　3億5,959万円
中山間地域直接支払制度交付金 3,684万円
多面的機能支払交付金 1,024万円
J R 跨線橋耐震改修計画策定 1,600万円
与川大橋耐震設計事業負担金 910万円
小水力発電事業 1億1,300万円
有害鳥獣対策事業(実施隊等） 735万円

公債費（11.3%）　4億2,260万円

衛生費（4.4%）　1億6,261万円
予防接種事業 902万円
母子衛生事業

（不妊治療　・　乳幼児健診　・　5歳児健診等） 631万円

健診事業
（がん　・　さわやか　・　いきいき等） 1,128万円

美しいまちづくり・ポイ捨て監視事業 226万円

商工費（2.9%）　1億917万円
南木曽駅運営経費 300万円
観光協会法人化事業 300万円
眺望景観整備事業 130万円
観光地整備事業 100万円

消防費（3.3%）　1億2,377万円
消防団運営経費 3,473万円
防火水槽整備 809万円
普通積載車整備 1,144万円
防災行政無線デジタル化事業（移動系） 6,600万円
河川監視カメラ設置事業（木曽川） 100万円
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平
成
を
振
り
返
り
な
が
ら

平
成
の
時
代
は
、
社
会
情
勢
の

大
き
な
変
革
期
と
な
り
ま
し
た
。

な
ん
と
言
っ
て
も
、
日
本
の
人
口

が
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
た
こ
と

が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な

人
口
減
少
の
波
が
国
全
体
を
襲
い
、

我
が
国
の
将
来
に
大
き
な
影
を
落

と
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
我
が

町
に
お
け
る
出
生
数
は
、
昨
年
度

が
16
人
、
今
年
度
が
20
人
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
27
年
度
に

定
め
た
地
方
創
生
総
合
戦
略
で
は
、

２
０
６
０
年
で
も
1
学
年
20
人
の

子
ど
も
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
ま
し
た
が
、
計
画
策
定
か
ら

数
年
で
早
く
も
黄
信
号
が
灯
っ
て

い
ま
す
。
南
木
曽
町
に
と
っ
て
、

人
口
減
少
対
策
は
待
っ
た
な
し
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
計
画
を
確
実
に
進
め
つ

つ
も
見
直
し
や
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
も

加
え
て
、
効
果
的
な
施
策
と
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る

施
策
・
事
業
が
定
住
推
進
に
つ
な

が
る
よ
う
、
新
年
度
に
お
い
て
も

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
覚
悟
で
す
。

平
成
は
ま
た
未
曾
有
の
自
然
災

害
が
多
発
し
た
時
代
で
す
。（
中

略
）
長
年
に
わ
た
っ
て
防
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
我
が
町
に
お

い
て
は
、
防
災
力
が
高
ま
っ
て
来

て
い
る
と
は
い
え
、
引
き
続
き
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
取
り
組

み
を
進
め
、
災
害
を
か
わ
し
災
害

に
負
け
な
い
、
安
心
で
安
全
な
地

域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
17
・
18
年
を
ピ
ー
ク
と
し

た
平
成
の
大
合
併
で
は
、
南
木
曽

町
は
町
村
合
併
協
議
や
住
民
投
票

を
経
た
う
え
で
自
立
の
道
を
選
択

し
ま
し
た
。
自
立
の
道
は
、
自
治

体
と
し
て
単
独
存
立
の
方
策
を
と

っ
た
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
住
民
の

皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
思

の
表
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
住
む
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
、
希
望
を
持
ち
、
若
い
世

代
が
住
み
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

施
策
が
必
須
、
か
つ
急
務
の
課
題

で
す
。
魔
法
の
ラ
ン
プ
の
よ
う
に

夢
を
す
ぐ
に
叶
え
る
方
法
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
こ
と
を

地
道
に
積
み
重
ね
、
行
政
・
議
会
・

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
困
難

な
時
を
乗
り
越
え
て
行
か
ね
ば
成

り
ま
せ
ん
。
決
し
て
楽
な
道
の
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
と

共
に
頑
張
っ
て
い
く
決
意
で
す
。

引
き
続
き
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
の
財
政
動
向
︵
地
方
財

政
対
策
な
ど
︶︑
南
木
曽

町
の
財
政
状
況

（
中
略
）
で
き
る
限
り
当
初
予

算
に
計
上
し
て
、
早
い
時
期
か
ら

事
業
に
向
き
合
う
事
が
出
来
る
よ

う
に
積
極
型
の
予
算
編
成
を
心
が

け
ま
し
た
。（
中
略
）

定
住
化
か
ら
元
気
を
﹁
快

適
な
社
会
基
盤
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
﹂

（
主
要
施
策
を
要
約
）

定
住
化
推
進
の
具
体
策
と
し
て

町
営
住
宅
の
建
設
、
ミ
ニ
宅
造
事

業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
住
環
境
整
備
に
は
目

を
向
け
て
い
く
予
定
で
す
が
、
現

状
や
意
見
要
望
も
踏
ま
え
な
が
ら

既
存
町
営
住
宅
の
改
修
な
ど
も
含

め
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
等
対
策
計
画
に
沿
っ
て

活
用
す
べ
き
も
の
、
取
り
壊
す
べ

き
も
の
を
協
議
会
で
検
討
し
て
進

め
て
い
き
ま
す
。
32
年
度
に
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
・
光

化
工
事
を
行
う
た
め
の
準
備
を
進

め
ま
す
。
国
は
国
土
強
靭
化
を
目

指
し
た
集
中
投
資
を
行
う
こ
と
か

ら
、
こ
の
動
き
に
合
わ
せ
た
中
で

砂
防
・
治
山
・
道
路
防
災
・
河
川

整
備
な
ど
の
事
業
が
出
来
る
よ
う

に
対
応
し
ま
す
。
木
曽
川
の
増
水

対
策
に
つ
い
て
の
要
望
、
河
川
水

位
計
や
監
視
カ
メ
ラ
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
に
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
と
消
防

移
動
系
無
線
の
更
新
、
防
火
水
槽

整
備
を
進
め
ま
す
。
31
年
度
は
木

曽
郡
ポ
ン
プ
操
法
ラ
ッ
パ
吹
奏
大

会
を
当
町
で
開
催
し
ま
す
。
国
県

道
の
大
型
工
事
推
進
に
よ
る
早
期

整
備
へ
の
取
り
組
み
。
町
道
の
道

路
防
災
、
橋
梁
の
耐
震
補
強
等
の

実
施
。
木
曽
病
院
線
を
見
直
し
な

が
ら
も
継
続
運
行
し
、
市
民
病
院

へ
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
協
議

を
関
係
機
関
と
進
め
ま
す
。
地
域

バ
ス
に
障
が
い
者
割
引
を
導
入
し

ま
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備

は
、
基
本
協
定
や
補
償
交
渉
に
つ

い
て
本
格
化
す
る
こ
と
に
対
応
す

る
一
方
、
開
通
時
を
見
据
え
た
地

域
活
性
化
策
を
ま
ち
づ
く
り
に
も

活
か
し
ま
す
。

安
定
し
た
配
水
の
た
め
に
簡
易

水
道
テ
レ
メ
ー
タ
ー
施
設
を
更
新
。

小
規
模
水
道
は
、
施
設
ご
と
の
意

見
を
集
約
し
将
来
的
な
見
通
し
が

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
下
水
事
業
に
よ
る
水
洗
化
と

環
境
衛
生
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
宣
言
を
も
と
に

一
層
の
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
を
図
り
ま
す
。
読
書
細

の
洞
地
区
で
の
小
規
模
水
力
発
電

工
事
を
本
格
化
さ
せ
る
ほ
か
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。
自
然
眺

望
景
観
保
全
事
業
に
よ
る
景
観
保

全
に
努
め
ま
す
。
特
殊
詐
欺
、
消

費
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の
電
話

機
器
導
入
の
助
成
、
高
齢
者
の
運

転
免
許
証
自
主
返
納
の
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

３
月
７
日
の
３
月
定
例
議
会
冒
頭
で
の
町
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
で
す
。

＊
抜
粋
ま
た
は
一
部
要
約
し
て
記
載
し
ま
し
た
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
長
施
政
方
針（
予
算
編
成
方
針
）要
旨

平
成
31
年
度
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ロ
の
連
続
記
録
を
継
続
す
る
た
め

に
警
察
や
安
協
と
の
連
携
に
努
め

ま
す
。

元
気
と
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

（
主
要
施
策
を
要
約
）

「
働
く
場
所
が
な
い
」「
仕
事
が

な
い
」。
少
し
前
に
我
が
町
で
言

わ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。
し
か
し
、

今
は
「
働
く
人
が
い
な
い
」
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
働
き
手
不
足

が
深
刻
化
す
る
中
で
す
が
、
地
域

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
取

り
組
み
に
も
目
を
向
け
て
い
き
ま

す
。森

林
環
境
譲
与
税
の
創
設
に
対

応
可
能
な
組
織
作
り
を
行
い
ま
す
。

町
有
林
民
有
林
整
備
の
受
け
皿
と

し
て
森
林
組
合
を
中
心
に
搬
出
間

伐
作
業
な
ど
に
よ
り
民
有
林
振
興

を
図
り
ま
す
。
有
害
鳥
獣
対
策
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
研
究
に
取

り
組
み
ま
す
。
後
継
者
不
足
か
ら

農
地
の
荒
廃
や
生
産
量
減
少
に
悩

む
農
業
に
お
い
て
は
、
中
山
間
地

直
接
支
払
制
度
や
多
面
的
機
能
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
、
意
欲
あ
る

農
家
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
新
規
作
物

導
入
の
研
究
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整

備
助
成
、
畜
産
振
興
な
ど
を
行
い

ま
す
。
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
農
林
業
を
守
り
、
支
援
す
る

こ
と
は
、
中
山
間
地
域
や
集
落
を

守
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

商
工
業
で
は
、
声
を
聞
き
な
が

ら
地
元
企
業
や
商
店
の
承
継
を
目

指
し
て
商
工
会
が
研
究
を
進
め
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
構
想
に

町
と
し
て
も
関
わ
り
ま
す
。「
お

茶
だ
に
ぃ
～
」
が
予
想
を
上
回
る

注
文
と
な
り
ま
し
た
。
特
産
品
開

発
、
食
材
・
土
産
品
開
発
に
取
り

組
む
事
業
者
と
研
究
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
伝
統
工
芸
品
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
ま
す
。
消
費
税
引

き
上
げ
へ
の
対
応
策
と
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
て
、

地
域
経
済
に
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

の
進
展
に
あ
わ
せ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
の
導
入
な
ど
に
向
け
た
啓
発
を

行
い
ま
す
。

観
光
協
会
の
法
人
化
と
体
制
強

化
の
た
め
の
諸
費
用
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
策

と
し
て
、
多
言
語
対
応
や
カ
ー
ド

化
対
応
を
推
奨
す
る
ほ
か
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
合
わ
せ
た
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
中
山
道
を
通
じ
た

他
地
域
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

妻
籠
宿
や
美
し
い
村
連
合
の
ブ
ラ

ン
ド
力
・
組
織
力
を
活
か
し
た
広

域
観
光
や
、
田
立
地
区
で
進
め
て

い
る
農
泊
事
業
で
は
、
滞
在
型
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
体
験
が
可

能
と
な
る
よ
う
に
町
も
協
力
し
ま

す
。
国
県
の
移
住
就
業
支
援
交
付

金
制
度
を
活
用
し
て
町
外
か
ら
の

就
業
者
確
保
も
行
い
ま
す
。

元
気
に
育
て
な
ぎ
そ
っ
子

（
主
要
施
策
を
要
約
）

今
や
無
子
高
齢
化
と
い
う
言
葉

さ
え
使
わ
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
深
刻
な
少
子
化
の
現
実
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
今
こ
そ
若
い
世

代
が
子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
子
育
て
支
援

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
更
な

る
充
実
を
目
指
し
て
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
開
設
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま

す
。
保
育
所
の
幼
児
教
育
施
設
と

し
て
の
位
置
付
け
も
明
確
に
し
、

就
学
後
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。
保
育
所
審
議
会
か

ら
の
、
統
合
を
見
据
え
た
保
育
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
を
も

と
に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
を

深
め
て
、
少
子
化
対
策
の
一
助
と

な
る
べ
く
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
を
見
な
が
ら
も
保
護

者
の
声
、
地
域
の
声
に
も
耳
を
傾

け
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら
南
木
曽

町
の
保
育
の
方
向
性
を
示
し
て
い

き
ま
す
。

国
県
の
不
妊
不
育
治
療
助
成
の

補
助
残
へ
の
支
援
、
新
生
児
聴
覚

検
査
へ
の
助
成
、
無
償
の
親
子
歯

科
検
診
の
実
施
、
保
育
園
給
食
費

の
無
償
化
、
中
学
校
学
力
検
定
試

験
へ
の
補
助
制
度
、
中
3
・
高
3

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射
無

料
接
種
な
ど
、
目
に
見
え
る
形
で

子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
に
出
産
後
の
ケ
ア
が
必

要
な
母
子
へ
の
支
援
、
風
疹
予
防

対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も

医
療
費
の
完
全
無
償
化
に
向
け
て

研
究
を
し
ま
す
。
小
中
学
校
の
新

入
学
児
童
・
生
徒
に
入
学
祝
品
を

お
渡
し
で
き
る
よ
う
予
算
計
上
を

し
ま
し
た
。
入
学
祝
い
の
記
念
品

の
選
定
に
つ
い
て
、
関
係
者
と
協

議
を
進
め
ま
す
。
小
中
学
校
・
保

育
園
の
エ
ア
コ
ン
整
備
を
可
能
な

限
り
早
い
時
期
に
行
う
よ
う
努
め

る
ほ
か
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の

更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
に

対
し
て
、
各
部
署
横
断
的
に
連
携

か
つ
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
築
き

ま
す
。
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

に
伴
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
対
応
す
る

た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
備
し
て
情

報
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
蘇
南
高

校
の
魅
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
に

引
き
続
き
町
独
自
の
支
援
策
を
継

続
し
て
協
力
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

旧
蘭
小
学
校
を
活
用
し
た
通
信
制

高
校
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、
32
年

度
開
校
に
向
け
た
準
備
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

健
康
で
元
気
な
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
フ

（
主
要
施
策
を
要
約
）

一
人
一
人
が
健
康
で
幸
せ
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
・

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
と
、
地
域
の
支
え
合
い
に
よ
る

健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。坂

下
病
院
の
機
能
縮
小
が
避
け

ら
れ
な
い
中
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
医
療
関
係
者
と
の
懇
談
な
ど
の

声
を
参
考
に
し
て
影
響
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
木
曽
病
院

と
の
連
携
協
力
体
制
を
深
め
、
身

近
な
病
院
と
な
る
よ
う
に
協
議
や

話
し
合
い
を
重
ね
ま
す
。
広
域
的

な
救
急
医
療
体
制
の
確
保
と
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

続
け
ま
す
。
町
内
医
療
機
関
の
意

向
や
利
用
者
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
町
の
お
医
者
さ
ん
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
す
。

ワ
ン
コ
イ
ン
で
検
診
が
受
け
ら

れ
る
！　
各
種
事
業
や
「
健
診
受

け
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
呼
び

か
け
の
成
果
も
あ
り
受
診
率
が
向

上
し
て
お
り
、
今
後
の
医
療
費
の

抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
町
の
独
自
補
助
に
よ
る

健
診
料
の
負
担
軽
減
で
一
層
の
受
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広
報

議
会
だ
よ
り

公
民
館
報

診
率
向
上
を
図
り
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
っ
て
誰
も
が
健
康

な
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
取
り
組

み
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
社

協
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し

て
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
、
包
括
的
支
援
事
業
等
を

実
施
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
と
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
認
知
症
対
策
は
医
療
機

関
と
も
連
携
を
深
め
な
が
ら
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
介
護

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。
特

養
老
木
曽
あ
す
な
ろ
荘
の
運
営
状

況
に
も
注
視
し
て
、
施
設
が
維
持

で
き
る
よ
う
協
力
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
障
害
者
福
祉
で
は
、
障
害

者
の
日
常
生
活
や
就
労
面
な
ど
で

支
援
を
図
り
ま
す
。

空
手
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
武

儀
山
舞
さ
ん
の
活
躍
は
、
町
中
を

元
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
多
く

の
若
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。「
な
ぎ
そ
チ
ャ

レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
と
の
連
携
を
密

に
し
た
運
営
支
援
体
制
を
継
続
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
心
と
体
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
妻
籠

健
康
マ
ラ
ソ
ン
を
継
続
支
援
す
る

中
で
、
将
来
的
な
運
営
の
あ
り
方

を
関
係
者
と
探
っ
て
い
き
ま
す
。

妻
籠
分
館
を
町
並
み
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
整
備
す
る
に
あ
た
っ

て
、
木
造
建
築
で
地
元
の
材
木
・

業
者
を
活
用
で
き
る
よ
う
、林
業・

木
工
関
係
者
に
も
当
初
か
ら
加
わ

っ
て
も
ら
い
な
が
ら
準
備
し
、
小

さ
く
て
も
地
域
経
済
が
回
る
よ
う

な
仕
組
み
作
り
を
探
り
ま
す
。
妻

籠
地
区
の
町
並
み
や
文
化
財
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
街
な
み
環
境
整

備
事
業
を
取
り
入
れ
て
財
源
確
保

と
、
先
送
り
し
て
き
た
町
道
整
備
、

防
災
管
修
理
、
中
山
道
防
災
工
事

な
ど
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
各

種
調
査
や
保
存
事
業
を
進
め
る
と

と
も
に
、
博
物
館
の
充
実
し
た
運

営
に
努
め
ま
す
。

み
ん
な
が
元
気
で
主
役
の

ま
ち
づ
く
り

（
主
要
施
策
を
要
約
）

今
こ
そ
地
域
や
隣
近
所
の
付
き

合
い
を
大
切
に
し
、
田
舎
の
良
さ

で
あ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や

絆
を
守
り
育
ん
で
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。「
助
け
合
う
」「
協
力
し

あ
う
」「
お
互
い
様
」
と
い
っ
た

長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た

相
互
扶
助
の
精
神
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

第
10
次
総
合
計
画
で
は
自
立
推
進

計
画
を
組
み
込
む
形
と
し
ま
し
た

が
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
厳

し
い
状
況
か
ら
自
助
・
共
助
・
公

助
の
基
本
姿
勢
を
継
承
し
ま
す
。

ま
た
、
若
者
ま
ち
づ
く
り
会
議

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
な

ど
、
若
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
住

民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
一
層
分
か
り
や
す
く
読
み
や

す
い
も
の
に
し
た
り
、
町
政
報
告

会
や
ミ
ニ
集
会
な
ど
を
通
し
て
意

思
疎
通
を
図
り
ま
す
。
老
朽
化
が

進
む
公
的
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
管
理
計
画
を
も
と
に
個
別

計
画
の
策
定
を
進
め
て
適
正
な
維

持
管
理
と
活
用
を
図
り
ま
す
。

計
画
的
効
率
的
な
財
政
運
営
と
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守
に
よ
る

適
正
な
事
務
執
行
に
努
め
ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
も
人

事
評
価
制
度
や
各
種
研
修
を
積
極

的
に
活
用
し
、
国
が
推
進
す
る
働

き
方
改
革
に
必
要
な
対
応
を
順
次

進
め
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。結

び
に

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、

間
も
な
く
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、
戦
後
の
昭
和
の
時

代
は
モ
ノ
の
時
代
で
し
た
。
道
路

が
良
く
な
り
建
物
が
新
し
く
出
来

て
、
身
の
回
り
の
モ
ノ
が
目
に
見

え
て
豊
か
に
な
っ
た
時
代
で
し
た
。

平
成
に
な
る
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
以

上
に
急
速
に
Ｉ
Ｔ
機
器
や
情
報
通

信
機
能
が
発
達
し
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
の
普
及
が
私
達
の
生
活

や
暮
ら
し
ぶ
り
を
大
き
く
変
え
た
、

ソ
フ
ト
の
時
代
と
も
呼
ぶ
べ
き
時

代
で
し
た
。
多
機
能
を
併
せ
持
つ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｏ

Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
登
場
は
、

こ
れ
か
ら
も
私
達
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
で
し
ょ

う
。そ

の
一
方
で
、
少
子
化
・
高
齢

化
と
と
も
に
日
本
社
会
は
急
激
な

人
口
減
少
社
会
と
な
り
、
先
行
き

が
不
透
明
な
、
ま
さ
に
手
探
り
で

進
む
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
私
達
は
故
郷
を
守
り
、

次
の
世
代
に
町
や
地
域
を
引
き
継

い
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
世
の
中
の
流
れ
を
見

な
が
ら
も
足
元
も
見
つ
め
、
引
き

継
い
で
も
ら
え
る
人
材
や
若
者
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

諸
課
題
に
対
す
る
答
え
が
簡
単
に

見
つ
か
ら
な
く
と
も
、
現
実
に
向

き
合
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
道
を
切

り
開
く
た
め
の
努
力
を
怠
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
時
代
に
負
け
な
い
人
の

知
恵
と
対
応
力
を
発
揮
す
べ
き
時

で
す
。
新
た
な
時
代
は
人
の
時
代

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
、
時
に
は
、
こ
れ

ま
で
と
は
違
う
こ
と
に
も
勇
気
を

持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
進
路
を

見
い
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
苦

し
く
と
も
道
は
必
ず
あ
る
は
ず
で

す
。
い
つ
の
時
代
に
も
時
々
の
課

題
が
あ
り
、
先
人
た
ち
も
力
を
合

わ
せ
て
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

今
こ
そ
職
員
は
も
と
よ
り
、
議
会
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
、
一

体
と
な
っ
て
困
難
に
立
ち
向
か
い

「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
暮
ら
し
て

良
か
っ
た
、住
む
な
ら
南
木
曽
町
」

と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

平
成
の
次
に
や
っ
て
く
る
時
代

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
つ
つ
、

平
成
31
年
度
の
諸
施
策
を
実
り
あ

る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
議
員
各
位
を
は
じ
め
町

民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

て
、
年
度
当
初
の
施
政
方
針
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

力
を
あ
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
31
年
３
月
７
日　
　
　

南
木
曽
町
長　
向
井
ひ
ろ
あ
き




